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議会の日程΍質問議員・項目、インターωット中継、Ωッζαイト、
議員の঺հ、本会議΍ҕ員会の会議録などを掲載しています。

県議会ϗʔϜϖʔδͷ͝Ҋ಺
ύιコン΍スマホでもご覧いただけます。
（音声による「声の県議会だより」もあります。）

Πϯλʔωοτ൛県議会ͩΑりͷ͝Ҋ಺

議会の৘ใをいͪૣくおಧけします。
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９
月
定
例
会
は
、
９
月
1�
日
か
ら
10
月

９
日
ま
で
の
�3
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
日
に
、
知
事
か
ら
令
和
７
年
度
੩

Ԭ
県
一
ൠ
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
�1
議
案

が
提
出
さ
れ
、
議
案
等
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ด
会
中
に
継
続
調
査
し
た

新
県
立
中
ԝ
図
書
ؗ
整
備
に
つ
い
て
、
文

教
警
察
委
員
会
委
員
長
が
調
査
結
果
の
報

ࠂ
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
ࢄ
会
後
に
は
、

教
育
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
ࠂ
書
を
৹
議

す
る
た
め
に
文
教
警
察
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

̑
日
間
に
わ
た
る
୅
ද
࣭
問
お
よ
び
一

ൠ
࣭
問
で
は
16
人
の
議
員
が
登
ஃ
し
、
知

事
の
政
治
࢟
੎
や
リ
ニ
ア
中
ԝ
新
幹
線
整

備
に
関
す
る
県
の
対
応
、
県
内
外
国
人
へ

の
対
応
な
ど
県
政
全
ൠ
に
わ
た
り
活
発
な

議
࿦
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
�6
日
に
は
、
୆
෩
1�
߸
に

よ
る
被
害
へ
の
対
応
に
要
す
る
̎
件
の
௥

加
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ͦ
の
後
、
７
つ
の
ৗ
任
委
員
会
で
議
案

の
ৄ
細
な
৹
査
を
行
い
、
10
月
８
日
に
は
、

୆
෩
1�
߸
へ
の
対
応
に
つ
い
て
調
査
す
る

た
め
ة
機
管
理
く
ら
し
環
境
委
員
会
を
௥

加
で
開
催
し
、
再
発
防
止
と
組
৫
内
で
の

情
報
共
有
の
徹
底
に
つ
い
て
ਃ
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

10
月
９
日
の
最
ऴ
本
会
議
で
は
、
ৗ
任

委
員
長
の
৹
査
結
果
報
ࠂ
の
後
、
採
決
を

行
い
、
全
て
の
議
案
を
Մ
決
し
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
議
員
提
出
の
「
੩
Ԭ
県
民

の
ࣃ
や
口
の
健
康
づ
く
り
条
例
」
の
վ
正

案
お
よ
び
国
に
対
す
る
６
件
の
意
見
書
案

が
提
出
さ
れ
、
全
て
Մ
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
６
年
度
決
算
は
、
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
し
、
ด
会
中
も
継
続
৹

査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

可
決
し
た
主
な
議
案

９
月
定
例
会
μ
Π
δ
ỻ
ス
τ
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見
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「
議
案
に
対
す
る

各
会
派
等
の
賛
否
」は

こ
ち
ら
Λ
ご
ཡ
͘
だ
͞
い

意
見
ॻ
の
શ
จ
は

こ
ち
ら
Λ
ご
ཡ
͘
だ
͞
い

˕
医
療
機
関
等
に
お
け
る
経
営
環
境
の
վ

ળ
を
求
め
る
意
見
書

˕
ถ
の
安
定
供
څ
と
食
料
安
全
保
障
の
強

化
を
求
め
る
意
見
書

˕
自
動
車
関
係
ॾ
税
の
ൈ
本
的
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

˕
ス
ク
ー
ル
カ
΢
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

˕
事
前
復
興
ま
ͪ
づ
く
り
計
画
の
策
定
支

援
を
求
め
る
意
見
書

˕
ް
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加
入

を
求
め
る
意
見
書

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/gikaiugoki/1003743/1074630/1077735.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/gikaiugoki/1003742/1072331/1077764.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/hirakaretagikai/1003738/index.html
https://x.com/gikai_shizuoka


と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
加
速
す
る
。

高
度
な
観
戦
価
値
の
創
出
や
デ
ジ

タ
ル
技
術
に
よ
る
県
民
が
参
加
し

や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
提
供
な

ど
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
。

産

業

農
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
連
携

農
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

連
携
に
対
す
る
考
え
方
は
。

生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
、
も
う
か
る
農
業
を
実
現

す
る
に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

革
新
技
術
と
ア
イ
デ
ア
を
生
産
現

場
に
取
り
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
栽
培
デ
ー
タ
に
ド
ロ
ー
ン
の

画
像
解
析
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
、

収
穫
日
や
収
穫
量
を
Ａ
Ｉ
が
予
測

し
作
業
の
効
率
化
や
契
約
販
売
の

拡
大
に
つ
な
が
る
な
ど
生
産
者
と

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
の
好

事
例
も
生
ま
れ
て
い
る
。
今
後
も

連
携
の
促
進
に
向
け
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

や
県
外
か
ら
の
誘
致
に
取
り
組
む
。

企
業
の
外
国
人
材
の
受
け
入
れ

育
成
就
労
制
度
へ
の
移
行
等

を
踏
ま
え
た
外
国
人
材
の
受

け
入
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

相
談
窓
口
を
開
設
し
、
外
国

人
雇
用
に
必
要
な
知
識
習
得

や
定
着
に
向
け
た
生
活
支
援
な
ど

企
業
か
ら
の
相
談
に
き
め
細
か
く

対
応
し
て
い
る
。
育
成
就
労
制
度

に
つ
い
て
は
、
国
に
地
域
の
実
情

に
配
慮
し
た
受
け
入
れ
対
象
分
野

の
設
定
や
施
行
ま
で
に
十
分
な
準

備
期
間
の
確
保
、
事
業
者
等
へ
の

周
知
徹
底
等
を
要
請
し
、
移
行
に

係
る
課
題
を
共
有
し
た
。
収
集
し

た
情
報
や
外
国
人
雇
用
企
業
の
好

事
例
な
ど
企
業
に
有
益
な
情
報
は

セ
ミ
ナ
ー
等
で
広
く
周
知
す
る
。

  

行

政

歳
出・
歳
入
の
抜
本
的
な
見
直
し

費
用
対
効
果
が
見
え
に
く
い

分
野
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
事

業
見
直
し
の
進
め
方
は
。

文
化
や
教
育
、
福
祉
等
は
費

用
対
効
果
が
見
え
に
く
い
分

野
だ
が
、
本
県
の
魅
力
や
求
心
力

の
源
泉
と
し
て
人
の
交
流
拡
大
や

投
資
を
呼
び
込
む
重
要
な
要
素
で

あ
り
政
策
間
の
バ
ラ
ン
ス
や
地
域

性
の
配
慮
等
十
分
な
検
討
が
重
要

で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
老
朽

化
・
長
寿
命
化
対
策
や
災
害
時
の

復
旧
復
興
を
念
頭
に
置
い
た
地
元

事
業
者
の
育
成
な
ど
多
角
的
観
点

か
ら
事
業
費
の
検
討
が
必
要
で
あ

り
、
見
直
し
を
進
め
る
中
で
予
算

の
最
適
な
配
分
を
見
定
め
て
い
く
。

文
化
・
観
光

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

伊
豆
市
で
の
自
転
車
競
技
開

催
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

大
会
の
認
知
度
向
上
の
た
め

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
県
内
を

巡
回
す
る
ほ
か
、
大
会
期
間
中
に

は
地
元
物
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
や
手
話
、

自
転
車
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

ブ
ー
ス
、
子
ど
も
向
け
の
ラ
ン
バ

QAQA

次
世
代
エ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

既
存
イ
ン
フ
ラ
や
観
光
資
源

を
活
用
し
た
導
入
促
進
策
は
。

本
県
は
富
士
山
な
ど
全
国
屈

指
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、

ク
ル
ー
ズ
船
の
発
着
が
盛
ん
な
清

水
港
な
ど
人
の
集
積
が
期
待
で
き

る
離
着
陸
場
の
候
補
地
が
複
数
存

在
す
る
。
参
入
事
業
者
の
判
断
材

料
と
な
る
よ
う
利
用
者
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
層
や
適
正
料
金
を
探
る
調
査

を
進
め
、
９
月
に
は
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
実
施
し
た
。
離
着
陸
場
の

確
保
の
た
め
企
業
と
連
携
し
、
既

存
建
物
等
の
屋
上
の
活
用
に
向
け

た
課
題
や
運
航
プ
ロ
セ
ス
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
国
に
対
し
必
要

な
規
制
緩
和
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

次世代エアモビリティ（空飛ぶクルマ）

コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生

国
に
よ
る
「
コ
ン
テ
ン
ツ
地

方
創
生
拠
点
」
の
選
定
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

拠
点
の
設
置
は
観
光
誘
客
や

関
連
産
業
活
性
化
の
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
拠
点
の
指
定

に
向
け
た
推
し
活
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の

育
成
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
振
興

を
柱
と
す
る
「
し
ず
お
か
オ
シ
ノ

ミ
ク
ス
３
本
の
矢
」
を
推
進
す
る
。
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「
議
案
に
対
す
る
各
会
派
等
の

賛
否
」に
つ
い
て
は
、こ
ち
ら
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

本
会
議
９
月
定
例
会
本
会
議
の
質
問
と
答
弁
か
ら

代

表

質

問

一

般

質

問

９
月
19
日
午
後

曳ひ
き
た田　
　

卓た
か
し

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

９
月
22
日
午
前

牧ま
き
の野

正ま
さ
し史

（
公
明
党
静
岡
県
議
団
）

９
月
25
日
午
後

良ら

ち知

駿し
ゅ
ん
い
ち一

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

９
月
25
日
午
後

中な
か
ざ
わ沢

公き
み
ひ
こ彦

（
自
民
改
革
会
議
）

９
月
26
日
午
前

野の

だ田

治は
る
ひ
さ久

（
自
民
改
革
会
議
）

９
月
26
日
午
前

和わ

だ田

篤と
く
お夫

（
自
民
改
革
会
議
）

９
月
26
日
午
後

田た
ぐ
ち口　
　

章あ
き
ら

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

９
月
26
日
午
後

植う
え
だ田　
　

徹と
お
る

（
自
民
改
革
会
議
）

９
月
22
日
午
後

遠え
ん
ど
う藤

行ゆ
き
ひ
ろ洋

（
無　
　
所　
　
属
）

９
月
22
日
午
後

市い
ち
か
わ川

秀ひ
で
ゆ
き之

（
自
民
改
革
会
議
）

９
月
24
日
午
前

河か
わ
ら
さ
き

原
﨑

全あ
き
ら

（
自
民
改
革
会
議
）

９
月
24
日
午
前

松ま
つ
い井

優ゆ
う
す
け介

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

９
月
25
日
午
前

小こ
ぬ
ま沼

秀ひ
で
あ
き朗

（
自
民
改
革
会
議
）

９
月
24
日
午
後

天あ
ま
の野
多た

み

こ

美
子

（
自
民
改
革
会
議
）

９
月
19
日
午
前

加か
と
う藤

祐ゆ
う
き喜

（
自
民
改
革
会
議
）

※二次元コードから各議員の質問の録画中継をご覧いただけます

９
月
25
日
午
前

相あ
い
さ
か坂

摂せ
つ
じ治

（
自
民
改
革
会
議
）

イ
ク
レ
ー
ス
等
誘
客
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
。
近
隣
の
小
中
学
生
等

を
対
象
と
し
た
出
前
授
業
や
、
約

１
３
０
０
人
を
観
戦
招
待
す
る
な

ど
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
を
深

め
る
。
今
後
も
大
規
模
大
会
を
継

続
的
に
開
催
し
、
国
内
外
か
ら
多

く
の
選
手
・
観
戦
者
を
受
け
入
れ

観
光
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

100日前イベントカウントダウン
モニュメントお披露目

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

用
語
解
説

英
語
で「
耳
が
き
こ
え
な
い
」を

意
味
す
る「
デ
フ（D

eaf

）」と

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」を
組
み
合
わ

せ
た
、き
こ
え
な
い・
き
こ
え
に

く
い
人
の
た
め
の
国
際
的
な
ス
ポ

ー
ツ
大
会
。１
９
２
４
年
に
フ
ラ

ン
ス
で
夏
季
大
会
が
初
め
て
開
催

さ
れ
た
。聴
覚
障
害
が
あ
る
人
が

参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
総
称
を

デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
と
呼
び
、音
や
合
図

を
視
覚
的
に
補
い
、競
技
を
行
う
。

ス
ポ
ー
ツ
産
業
に
よ
る
地
域
活
性
化

ス
ポ
ー
ツ
産
業
を
通
じ
た
稼

ぐ
力
を
生
む
取
り
組
み
は
。

Ｖ
Ｒ
等
革
新
的
技
術
を
活
用

し
た
新
た
な
観
戦
体
験
や
、

ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
特
別
感
あ
る
食

事
や
解
説
、
送
迎
等
ス
ポ
ー
ツ
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
提
供
な
ど
「
み

る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
魅
力
を
高
め
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
任
用
し
、

映
像
や
音
響
等
さ
ま
ざ
ま
な
技
術

や
サ
ー
ビ
ス
と
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
や
施
設
、
企
業
等
の
県
内
資
源

■会派別議員数
（令和7年11月10日現在）

自民改革会議
ふじのくに県民クラブ
公明党静岡県議団
無所属

　41人
17人
５人
５人

定数68人　現員 68人

QA

県議会だよりは紙面の都合上質問と答弁の一部を掲載していますが、県議会のホームページでは全ての質問と答弁など本会議の模様を動画でご覧いただけます。                              と入力して静岡県議会 中継 検索

QA

QAQA

QA

https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1424
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1426
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1425
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1427
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1434
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1428
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1435
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1429
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1436
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1430
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1437
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1431
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1438
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1432
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1439
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1433
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/


市
町
や
関
係
団
体
、
事
業
者
等
で

構
成
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設

立
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
の
幅
広

い
情
報
収
集
、
先
進
事
例
の
共
有

な
ど
を
進
め
、
各
市
町
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築
す
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
地
方
創
生
拠
点

用
語
解
説

ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ロ
ケ
誘
致
、

博
物
館・
美
術
館
等
の
拠
点
化
と

い
っ
た
、コ
ン
テ
ン
ツ
を
起
点
と

す
る
地
域
一
体
と
な
っ
た
経
済
波

及
効
果
の
大
き
い
官
民
連
携
の
取

り
組
み
を「
コ
ン
テ
ン
ツ
地
方
創

生
拠
点
」と
し
て
選
定
す
る
。２

０
３
３
年
ま
で
に
全
国
で
約
２
０

０
箇
所
を
選
定
し
、コ
ン
テ
ン
ツ

産
業
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
好

循
環
に
つ
な
げ
る
。

く
ら
し
・
環
境

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策

道
路
や
河
川
な
ど
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
持
続
的
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

劣
化
等
に
よ
る
事
故
や
災
害

時
の
被
害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

イ
ン
フ
ラ
を
資
産
と
し
て
計
画
的

に
管
理
し
長
寿
命
化
を
進
め
て
き

た
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
さ
ら
な
る

効
率
化
と
高
度
化
を
図
る
た
め
、

予
防
保
全
を
行
う
全
施
設
の
長
寿

命
化
計
画
を
見
直
し
、
３
次
元
点

群
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
Ａ
Ｉ
分
析

な
ど
最
新
技
術
の
導
入
や
県
と
市

町
が
同
一
事
業
者
に
維
持
管
理
を

委
託
す
る
包
括
管
理
の
拡
大
、
官

民
連
携
の
推
進
に
よ
り
限
ら
れ
た

人
材
、
予
算
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

富
士
登
山
の
安
全
対
策

富
士
山
で
の
犠
牲
者
を
増
や

さ
な
い
た
め
の
対
策
は
。

ア
プ
リ
「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ
」
を
活
用
し
た
悪
天
候

予
想
時
に
お
け
る
注
意
喚
起
の
配

信
や
五
合
目
で
の
軽
装
登
山
者
へ

の
注
意
、
悪
天
候
時
の
登
山
中
止

の
呼
び
か
け
等
に
よ
り
遭
難
救
助

人
数
は
令
和
６
年
度
の
64
人
か
ら

36
人
に
減
少
し
た
が
、
気
象
・
登

山
条
件
の
認
識
不
足
な
ど
か
ら
遭

難
者
は
後
を
絶
た
な
い
。
こ
の
た

め
警
察
等
と
連
携
し
て
遭
難
状
況

を
分
析
し
ア
プ
リ
の
機
能
強
化
を

図
る
。
ま
た
山
梨
県
の
レ
ン
ジ
ャ

ー
制
度
も
参
考
に
し
つ
つ
安
全
登

山
の
指
導
手
法
強
化
を
検
討
す
る
。

混雑する富士山頂

教

育

義
務
教
育
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

小
・
中
学
校
で
の
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
状
況
と
方
向
性
は
。

業
務
効
率
化
の
観
点
か
ら
生

成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
が
進
み
、

社
会
科
等
の
授
業
で
は
思
考
力
を

育
む
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
活
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
の
ほ
か
、
特
別
支
援
学
校

で
は
個
別
の
指
導
計
画
案
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
児
童
生
徒

は
発
達
に
応
じ
適
切
に
利
活
用
す

る
た
め
の
考
え
方
や
態
度
を
身
に

付
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
授
業

づ
く
り
の
研
究
指
定
校
に
お
い
て

研
究
し
、
普
及
を
図
る
な
ど
教
員

が
生
成
Ａ
Ｉ
に
触
れ
る
機
会
の
拡

大
と
指
導
力
向
上
に
取
り
組
む
。

医
療
・
福
祉

結
婚
を
希
望
す
る
若
者
の
支
援

「
し
ず
お
か
マ
リ
ッ
ジ
」
の

実
績
の
評
価
と
課
題
、
今
後

の
運
営
方
針
は
。

成
婚
件
数
は
目
標
値
を
お
お

む
ね
達
成
し
結
婚
を
希
望
す

る
若
者
を
後
押
し
で
き
て
い
る
と

考
え
る
が
、
会
員
数
の
増
加
に
向

け
た
取
り
組
み
が
課
題
で
あ
る
。

市
町
に
加
え
、
民
間
企
業
や
地
域

と
の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
新
た
に
企

業
と
連
携
し
、
新
規
会
員
獲
得
に

向
け
た
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
企
業
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
た
広
報
活
動
を
行

う
。
ま
た
、
若
者
が
集
ま
る
地
域

イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
も
進
め
る
。

し
ず
お
か
マ
リ
ッ
ジ

用
語
解
説

県
と
県
内
市
町
が
運
営
す
る
公
的

な
結
婚
支
援
拠
点
で
あ
る「
ふ
じ

の
く
に
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」が
提
供
す
る
結
婚
支
援
サ
ー

ビ
ス
。静
岡
県
で
結
婚
を
希
望
す

る
方
に
向
け
て
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
最
適
な
出
会
い
の
提

供
や
結
婚
相
談
、婚
活
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
に
よ
る
結
婚
支
援
を

行
う
。

円
の
経
済
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ

る
な
ど
、
大
き
な
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
開
業
後
の
効
果
を

取
り
込
む
た
め
に
は
、
東
海
道
新

幹
線
の
利
便
性
向
上
を
踏
ま
え
た

地
域
づ
く
り
、
リ
ニ
ア
停
車
駅
と

の
間
を
結
ぶ
新
た
な
観
光
ル
ー
ト

形
成
に
よ
る
産
業
の
活
性
化
な
ど

経
済
的
な
つ
な
が
り
の
拡
大
に
向

け
た
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
全
庁

的
な
体
制
で
取
り
組
み
を
進
め
る
。

安
全
・
安
心

台
風
第
15
号
の
被
害
へ
の
対
応

被
災
者
が
平
穏
な
暮
ら
し
を

取
り
戻
す
た
め
の
支
援
は
。

被
災
者
の
健
康
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
保
健
師
を
派
遣
し
て

避
難
所
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
戸
別

訪
問
を
実
施
し
、
生
活
再
建
支
援

に
必
要
な
住
家
被
害
認
定
調
査
や

罹
災
証
明
書
の
迅
速
な
発
行
に
向

け
県
内
市
町
職
員
を
派
遣
し
た
。

中
小
企
業
者
や
農
林
水
産
業
者
に

は
低
利
の
融
資
に
よ
り
事
業
継
続

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
農
業
施
設
再
建
等

の
支
援
を
国
に
要
望
し
た
。
被
災

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
よ
り
、

一
日
で
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
図

る
た
め
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

農業施設の被害の様子

医
療
的
ケ
ア
児
の
家
族
へ
の
支
援

介
護
家
族
に
対
す
る
レ
ス
パ

イ
ト
ケ
ア
の
支
援
策
は
。

医
療
的
ケ
ア
児
等
の
短
期
入

所
施
設
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
や
採
算
性
等
の
課
題
に

よ
り
全
て
の
利
用
者
が
身
近
に
利

用
で
き
る
数
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
。
医
療
的
ケ
ア
児
等
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
が
市
町
と
連
携
し
、
施

設
利
用
前
か
ら
利
用
者
と
医
療
機

関
と
の
調
整
を
図
り
、
障
害
の
特

性
や
ケ
ア
の
手
法
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
く
。
実
態
を
把
握
し
、

既
存
の
支
援
制
度
を
見
直
す
と
と

も
に
介
護
老
人
保
健
施
設
等
で
の

受
け
入
れ
も
働
き
掛
け
、
採
算
性

の
確
保
や
施
設
の
増
加
を
図
る
。

レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア

用
語
解
説

医
療
的
ケ
ア
児
等
を
介
護
し
て
い

る
家
族
に
対
し
て
、一
時
的
に
ケ

ア
を
行
わ
な
く
て
も
い
い
時
間
を

保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、新
た
な

気
持
ち
で
子
育
て
に
向
き
合
う
こ

と
を
可
能
と
す
る
た
め
の
支
援
。

具
体
的
に
は
、医
療
的
ケ
ア
児
等

の
短
期
入
所
や
居
宅
介
護
等
が
あ

る
。

多
文
化
共
生
の
推
進

県
民
理
解
を
得
る
多
文
化
共

生
推
進
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
町
と
連
携
し
て
実
施
す
る

地
域
日
本
語
教
室
で
は
、
外

国
人
と
日
本
人
住
民
が
交
流
し
な

が
ら
日
本
語
や
生
活
の
ル
ー
ル
を

学
び
、
相
互
理
解
の
輪
が
広
が
っ

て
い
る
。
多
文
化
共
生
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
「
か
め
り
あ
」
で
は
労

働
、
医
療
、
税
金
な
ど
外
国
人
か

ら
の
相
談
を
一
元
的
に
受
け
付
け
、

専
門
機
関
と
連
携
し
問
題
解
決
を

図
っ
て
い
る
。
外
国
人
の
困
り
ご

と
や
不
安
に
寄
り
添
う
こ
と
で
意

図
し
な
い
ル
ー
ル
違
反
や
違
法
行

為
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
普
及

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
全
県

展
開
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

運
行
地
区
の
拡
大
や
新
た
な

実
証
運
行
な
ど
導
入
に
向
け

た
取
り
組
み
は
着
実
に
広
が
り
つ

つ
あ
る
。
８
月
に
は
全
国
自
治
体

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
連
絡
協
議
会
と
全

国
初
の
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

今
後
は
市
町
等
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
派
遣
の
充
実
や
地
域
ニ
ー
ズ
の

収
集
分
析
、
運
営
の
担
い
手
育
成

な
ど
伴
走
支
援
を
行
う
ほ
か
、
効

率
的
な
運
行
管
理
に
つ
な
が
る
シ

ス
テ
ム
等
の
広
域
化
・
共
同
化
も

検
討
す
る
。
全
県
展
開
の
加
速
に

向
け
法
令
の
弾
力
的
運
用
や
支
援

制
度
の
拡
充
を
国
へ
働
き
掛
け
る
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
後
の
効
果

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
後

の
経
済
波
及
効
果
と
本
県
の

発
展
へ
の
活
か
し
方
は
。

全
線
開
業
に
よ
り
東
海
道
新

幹
線
の
停
車
回
数
が
増
加
し

た
場
合
10
年
間
で
約
１
７
０
０
億
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《
問
題
》

９
月
定
例
会
で
は
、本
県
に
お
い
て

伊
豆
市
で
自
転
車
競
技
が
開
催
さ
れ

る
、き
こ
え
な
い・き
こ
え
に
く
い
人

の
た
め
の
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

「
○
○
○
○
ピ
ッ
ク
」に
向
け
た
開
催

地
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

《
応
募
要
領
等
》

①
答
え
②
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、③
県
議
会
だ
よ
り

の
ご
感
想
や
県
議
会
へ
の
ご
意
見
を
添

え
て
、12
月
１
日（
月
）ま
で
に
４
面
欄
外

の
政
策
調
査
課
あ
て
に
、ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ

Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
応
募
フ
ォ
ー
ム
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
の
方

に
、「
峯
野
牛
上
ロ
ー
ス
す
き
焼
き
肉

３
０
０ｇ
」を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

な
お
、当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
個
人
情
報
は
商
品
の
発
送
と
読
者
層

の
調
査
の
た
め
に
使
用
し
ま
す
。

■
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ご
紹
介

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
浜
名
湖

北
東
部
の
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
、餌
、

水
に
も
こ
だ
わ
り
、ゆ
っ
た
り
の
び
の
び

と
育
成
。「
赤
身
の
う
ま
み
が
自
慢
！
」の

峯
野
牛
は
、程
よ
い
霜
降
り
加
減
で
脂
も

し
つ
こ
く
な

く
、
す
き
焼

き
な
ど
で
お

使
い
い
た
だ

く
と
旨
味
が

溶
け
出
し
、

具
材
の
味
も

引
き
立
た

せ
美
味
し
く

お
す
す
め
で

す
。

（

									

）

※
○
に
該
当
す
る
カ
タ
カ
ナ
４
文

字
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

（
ヒ
ン
ト
は
２
面
に
あ
り
ま
す
）

Q
プ レ ゼ ン ト 付

県議会
クイズ
応募

フォームは
こちら

●富士山の弾丸登山問題は、目に余り
　ますね。山梨県とも連携して対策し、
　気軽に行けるとの認識を改めさせて、
　日本で一番遭難者が発生する山だと
　周知させる必要があると思います。

●令和に米騒動を見ていると改めて食
　料自給率アップが必須と感じます。食
　がなければ人間生きていけません。
　最重要事項として考えてほしいです。

県議会だより（６月定例会号）に
寄せられたご意見

QA QA QA

QA

QA

QA

QAQA

QA

峯野牛上ロースすき焼き肉 ３００ｇ
（写真はイメージです）

本会議・委員会を傍聴しませんか

12月定例会
開会　　　　12月 1日
質問　　　　12月 4日・  5日・  8日・ 9日・１0日
常任委員会　１2月 2日・１5日・１６日
閉会　　　　12月19日

※日程は、今後変更になる場合があります。
本会議、委員会ともに県庁本館４階で傍聴できます。

日程および傍聴に関する問い合わせ先
県議会事務局議事課　ＴＥＬ 054-221-3481（                                    ） 託児案内傍聴案内

託児所もあります!
希 望 の 方 は
託 児 案 内 の
二次元コード
を御確認くだ
さい。
※事前予約が必要です。

橋梁点検の様子

https://youtu.be/JiNiJs0rnIA
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/jinji/1040988/1011774.html
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=18123
https://www.shizuoka-msc.jp/


⾢県議会に対するごҙ見をおدせください。
　ʬあて先ʭ ˟ 420-8�01　静岡市Ѯ۠௥ख町９-６   静岡県議会事務局政策調査課　5&-�054-221-2388　'"9�054-221-35�2　&メール�HJLBJ@DIPVTB!QSFG�TIJ[VPLB�MH�KQ　

※本紙は࠶生紙を࢖用しています。 
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ࣈ
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コ
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通
事
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˒
あ
な
た
の
࡞
඼
が
県
議
会
だ
よ
り
の
表
ࢴ
を
০
り
ま
す
˒

˙
応
ื
ઌ
・
問
い
߹
わ
せ
ઌ
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２
̌
ổ
̔
̒
̌
１

੩
Ԭ
ࢢ
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政
策
調
査
課

ి
࿩
൪
߸
̌
̑
４
ổ
２
２
１
ổ
２
̏
̔
̔

˙
発
表

ྩ
࿨
̔
೥
̏
月
に
ೖ
৆
者
΁
お
஌
ら
せ
し
ま
す
。ま
た
、「
੩
Ԭ
ݝ
ٞ

ձ
だ
よ
り
」お
よ
び
੩
Ԭ
ݝ
ٞ
ձ
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
δ
で
発
表
し
ま
す
。

˙
క
め
੾
り
ྩ
࿨
̔
೥
１
月
30
日（
ۚ
）
※
当
日
ফ
ҹ
༗
ޮ

ྩ
和
̓
೥
度

題
ࣈ
コ
ン
ク
ー
ϧ
࡞
඼
ื
ू

˙
応
ื
方
๏

˔
ॻ
ಓ
用
）ࢴ
ॎ
34�5ɸ
ʷ
ԣ
13�ɸ
）

※
൒
੾
α
Π
ζ
で
ԣ
ॻ
き
と
す
Δ
。

˔
ໟ
ච
で
࡞
成
し
て
く
だ
さ
い
。

˔
ॻ
ମ
は
自
༝
。

˔
ߦ
਺
の
ࢦ
ఆ
な
し
。

˔
１
人
１
࡞
品
の
応
募
に
ݶ
Δ
。

˔
ࢯ
名
、ి
࿩
൪
߸
、ֶ
ߍ
名
、ֶ
೥

を
記
ೖ
し
た
応
募
ථ
を
࡞
品
の
ӈ

Լ
に
ష
෇
し
て
く
だ
さ
い
。

˙
対
৅

˔
੩
Ԭ
ݝ
಺
の
ֶ
ߍ
に
௨
ֶ
し
て
い

Δ
ߴ
ߍ
ੜ
૬
当
೥
ྸ
の
者

˔
੩
Ԭ
ݝ
಺
ࡏ
ॅ
の
ߴ
ߍ
ੜ
૬
当
೥

ྸ
の
者

˙
課
題

「
し
ͣ
お
か
ݝ
ٞ
ձ
だ
よ
り
」

ま
た
は「
੩
Ԭ
ݝ
ٞ
ձ
だ
よ
り
」

（
ӈ
記
２
つ
の
ԣ
ॻ
き
に
ݶ
り
ま
す
。）

˞
஫
ҙ
事
߲
΄
か

ৄ
ࡉ
は
こ
ち
ら
を

͝
֬
ೝ
く
だ
さ
い
˝

ྩ
和
̓
೥
度

ࣸ
ਅ
コ
ン
ク
ー
ϧ
࡞
඼
ื
ू

「
੩
Ԭ
ݝ
の
࢛
ق
」（
ͦ
れ
ͧ
れ
の

ق
અ
の
自
然
、く
ら
し
、Π
ϕ
ン
ト

な
ど
、੩
Ԭ
ݝ
಺
の
࢛
ق
を
ײ
͡

ら
れ
Δ
も
の
）

˙
テ
ー
マ

˙
ื
ू
෦
໳

य़
、Ն
、ळ
、ౙ
の
４
部
໳

˙
応
ื
方
๏

˔
࢛
つ
੾
ま
た
は
Ａ
４
α
Π
ζ
の

Χ
ϥ
ー
ϓ
Ϧ
ン
ト

※
ࣸ
ਅ
の
޲
き
は
ԣ
の
み

˔
શ
部
໳
を
௨
͡
て
１
人
４
఺
Ҏ
಺

で
ະ
発
表
࡞
品
に
ݶ
り
ま
す
。

˔
࡞
品
ご
と
に
、λ
Π
ト
ル
ࡱ、
Ө

৔
ॴ
、応
募
す
Δ
部
໳
、ॅ
ॴ
ࢯ、

名
、ి
࿩
൪
߸
、ֶ
ੜ
の
৔
߹
は
ֶ

ߍ
名
を
記
ೖ
し
た
応
募
ථ
を
࡞
品

の
ཪ
面
に
ష
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
༷
ࣜ
は
໰
い
ま
せ
Μ
）

˞
஫
ҙ
事
߲
΄
か

ৄ
ࡉ
は
こ
ち
ら
を

͝
֬
ೝ
く
だ
さ
い
˝

令和6年౓�ࣸਅίϯΫʔϧ
�ʮळͷ෦ʯೖબ࡞඼

「
ߚ
༿
の
中
の
੺
い
ڮ
」

ࡱ
Ө
者
ʗ
খ
ྛ
म
ೋ
さ
Μ（
౻
ࢬ
ࢢ
）

ࡱ
Ө
஍
ʗ
प
ஐ
܊
৿
ொ

「
ळ
ࡩ
の
あ
る
風
ܠ
」

ࡱ
Ө
者
ʗ
দ
Ӝ
Յ
人
さ
Μ（
浜
দ
ࢢ
浜
名
۠
）

ࡱ
Ө
஍
ʗ
浜
দ
ࢢ
中
ԝ
۠

ձτϐοΫεٞݝ

　議員提案により、静岡県民の歯や口の健康づくり
条例の改正案が９月定例会に提出され、全員一致で
可決しました。

ٞһఏҊʹΑΓ৚ྫΛվਖ਼͠·ͨٞ͠һͱେֶੜͱͷҙ׵ަݟձΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠
　若者に政治への関心を高めてもらい、県議会を身近に感じてもらうため、8月、9月に計 3回、
議員と大学生との意見交換会を実施しました。静岡県立大学、常葉大学の学生と議員の間で活
発な意見が交わされました。12月までに、静岡文化芸術大学、静岡英和学院大学、静岡大学の
学生とも意見交換会を実施予定です。

˛ҙ見ަ׵会の様子

ҙ
見
ަ
׵
会
の

֓
ཁ
は
こ
ち
ら
˝

静岡県民の歯や口の健康づくり条例の改正

　歯や口の健康づくりに関する施策
を総合的・計画的に推進し、生涯に
わたる県民の健康の増進に寄与する
ことを目的とした条例です。
　今回の改正では、オーラルフレイ
ル等の新しい概念の導入など、歯科
口腔保健を取り巻く状況の変化に着
実に対応するため、県が実施する基
本的施策の追加等の見直しを行って
います。

৚
ྫ
全
文
は

こ
ち
ら
⾢

ϐοΫΞοプҕ員会ɹʙৗ೚ҕ員会ͷ࣭໰ͱ౴ห͔らʙ

建
設
委
員
会

令
和
７
年
９
月
の
台
風
第
15

号
に
よ
る
公
共
土
木
施
設
の

被
害
状
況
お
よ
び
施
設
整
備
に
よ

る
減
災
効
果
は
。

９
月
1�
日
時
点
で
Տ
઒
、
道

࿏
等
の
被
害
は
県
と
市
町
合

わ
せ
て
�1
件
で
あ
る
。
県
内
各
所

で
࢙
上
最
大
の
Ӎ
量
が
観
測
さ
れ

た
が
道
࿏
の
り
໘
の
่
յ
、
Տ
઒

護
؛
の
一
෦
欠
ଛ
等
の
被
害
は
限

定
的
で
あ
り
、
道
࿏
防
災
や
Տ
઒

整
備
の
効
果
が
発
現
さ
れ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

文
教
警
察
委
員
会

静
岡
県
い
じ
め
問
題
対
策
本

部
に
い
じ
め
問
題
調
査
専
門

部
会
を
設
置
す
る
効
果
は
。

い
じ
め
の
重
大
事
態
調
査
は

対
策
本
෦
が
調
査
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
新
た
に
Լ
෦

組
৫
と
し
て
、
対
策
本
෦
と
同
様

に
ୈ
ࡾ
者
性
の
担
保
さ
れ
た
有
識

者
等
で
構
成
す
る
専
門
෦
会
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
複
数
の
調
査
が

Մ
能
に
な
る
。
増
加
し
て
い
る
い

じ
め
の
重
大
事
態
に
迅
速
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
委
員
会

が
ん
セ
ン
タ
ー
で
開
始
し
た

高
齢
者
総
合
機
能
評
価
に
基

づ
く
が
ん
診
療
の
取
り
組
み
と
は
。

ױ
者
の
身
体
・
ਫ਼
ਆ
・
社
会

的
な
不
安
定
さ
を
点
数
化
、

Մ
ࢹ
化
し
個
別
の
状
況
に
応
じ
た

最
適
な
治
療
や
支
援
に
つ
な
げ
る
。

例
え
͹
認
知
機
能
の
低
Լ
が
認
め

ら
れ
る
場
合
、
が
ん
؃
護
専
門
؃

護
師
が
਍
療
に
同
੮
し
て
医
師
の

説
明
に
対
す
る
理
解
促
進
を
サ
ポ

ー
ト
し
、
治
療
方
法
の
ओ
体
的
な

選
୒
を
支
援
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

産
業
委
員
会

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
条
例
へ
の
県
民
等
の
意

見
の
反
映
と
運
用
指
針
の
内
容
は
。

経
済
団
体
、
労
働
者
団
体
、

ফ
費
者
団
体
等
か
ら
成
る
協

議
会
で
の
検
討
に
加
え
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
多
様

な
意
見
の
反
映
に
౒
め
た
。
指
਑

で
は
、
条
例
の
झ
ࢫ
や
目
的
、
定

ٛ
、
ج
本
理
念
等
に
つ
い
て
解
説

す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
に
求
め

ら
れ
る
体
制
整
備
な
ど
に
関
す
る

事
߲
も
盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

総
務
委
員
会

財
政
調
整
基
金
残
高
の
減
少

要
因
と
令
和
８
年
度
予
算
に

向
け
た
歳
入
歳
出
見
直
し
状
況
は
。

リ
ー
マ
ン
シ
ἀ
ッ
ク
Ҏ
߱
の

税
収
৳
び
率
低
Լ
に
加
え
、

投
資
的
経
費
や
୯
ಠ
事
業
に
よ
り

ࡀ
入
に
対
し
ࡀ
出
規
模
が
ա
大
で

あ
っ
た
。
令
和
８
年
度
予
算
で
は

１
０
０
億
円
௒
の
ࡀ
出
࡟
減
を
見

込
む
が
、
さ
ら
な
る
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。
見
直
し
に
౰
た
り
関

係
団
体
や
県
民
の
理
解
を
得
る
た

め
、
ஸ
ೡ
な
情
報
発
信
に
౒
め
る
。

危
機
管
理
く
ら
し
環
境
委
員
会

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
確
率

改
定
を
受
け
た
県
民
説
明
は
。

国
は
９
月
に
今
後
30
年
Ҏ
内

の
地
਒
発
生
確
率
を
�0
ˋ
ఔ

度
か
ら
60
Ỗ
�0
ˋ
ఔ
度
Ҏ
上
へ
վ

定
し
、
加
え
て
別
の
計
算
手
法
に

よ
る
�0
Ỗ
�0
ˋ
と
い
う
発
生
確
率

も
ެ
ද
し
た
が
科
学
的
༏
劣
を
つ

け
ら
れ
ず
྆
࿦
ซ
ه
と
し
た
。
い

ず
れ
も
高
い
発
生
確
率
に
ม
わ
り

は
な
く
、
ެ
ද
数
ࣈ
に
一
ت
一
༕

せ
ず
、
Ҿ
き
続
き
地
਒
・
௡
波
へ

の
備
え
の
重
要
性
を
ૌ
え
て
い
く
。

文
化
観
光
委
員
会

駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
へ
の
支
援

理
由
と
利
用
促
進
策
は
。

ೋ
期
連
続
の
੺
ࣈ
と
い
う
ݫ

し
い
経
営
状
況
に
加
え
、
୆

船
ଛ
ই
に
よ
り
౰
初
計
画
ど
お
り

の
経
営
が
で
き
ず
、
令
和
７
年
度

内
に
も
資
金
不
足
の
ݒ
念
が
あ
る

こ
と
か
ら
支
援
を
行
う
。

今
後
、
༌
送
人
員
目
標
の
達
成

に
向
け
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
移
転
効

果
を
最
大
限
発
ش
し
、
環
ॣ
Տ
࿷

地
域
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く

り
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

QQ

Q

AA

A Q

Q

QQ

A

A

AA

く਍ྍの様子ͮجೳධՁにػ者૯合ྸߴ
（県ཱ静岡がんセンター）

被害の様子（຀೭ݪ市）

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/hirakaretagikai/1003746/1072827/1077890.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/gikaiugoki/1030697.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/hirakaretagikai/1003738/1043094.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/hirakaretagikai/1003738/1030702.html
https://s-kantan.jp/pref-shizuoka-u/offer/userLoginDispNon.action?tempSeq=8082&accessFrom=



